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質量M [kg] の物体 Aが傾斜角θの粗い斜面の上に乗って

いる。物体 Aには糸がつけられ、滑車を通して質量m [kg] の

物体 B をぶら下げた。静かに手を離した後の物体Ａは斜面を

下り、物体Ｂは上に上がり始めた。このときの加速度 a [m/s2]

と糸の張力 T [N] を求めなさい。ただし、物体Ａと台の間の静
止摩擦係数は   、動摩擦係数は  ' 、重力加速度を g

[m/s2] とする。

(1) 物体Ａ運動方程式を作りなさい。

重力の斜面平行方向の分力

重力の斜面垂直方向の分力

垂直抗力

動摩擦力

運動方程式

(2) 物体Ｂの運動方程式を作りなさい。

運動方程式

(3) 両物体の加速度を求めなさい。

(4) 両物体を静かに乗せたとき物体が静止するためには、両物体の質量の比 
M
m  にどのような条件が必要

になるか。　　　※ 物体が静止する　→　「静止摩擦力は最大摩擦力を超えない」 を考えればよい。
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　斜面上の物体Ａについて

斜面下向きに動くとする（文字定数であるためどちらとも言えない）　→ 斜面下向きを正としておく。

動く方向（斜面に平行）と垂直（斜面に垂直）に力を分解する。

 　重力 M [kgw] →　斜面に平行な方向成分 sinMg  [N]、

　　　　　　　　　　　　　　 斜面に垂直方向成分   cosMg  [N]

　　糸の張力 T  [N] （未知数、斜面上向き）
　　垂直抗力　N  [N] = cosMg  [N] 　

　　動摩擦力  cos''' MgNF   [N] （斜面上向き）

動く方向の力の合力で運動方程式を作る。

　　斜面下向きが正だから 加速度を a  [m/s2] として、 MaMgTMg   cos'sin …(a)

　右の物体Ｂについて

糸につながっているので、鉛直上向きに動くから　→ 鉛直上向きを正とする。

動く方向に平行と垂直の二つの方向に力を分解する。

 　重力 m [kgw] →　鉛直方向成分 mg  [N]、垂直方向成分 0  [N]、糸の張力 T  [N] （未知数）

動く方向の力の合力で運動方程式を作る。

　　鉛直上向きが正、斜面の物体と加速度は同じだから a  [m/s2] として、 mamgT  …(b)

運動方程式を解く。

　　 MaMgTMg   cos'sin …(a)、 mamgT  …(b) であるから、

　　(a) + (b) より、  aMmMgmgMg   cos'sin  だから、

　　加速度は   g
mM

mMa












 cos'sin  [m/s2] 、糸の張力は 

 
mM

mMgT





1cos'sin   [N]

　静止するためにはどのような条件がいるのか？

① 物体Ａが上に滑らないために（上に滑ろうとする場合）

静止摩擦力は「下向き」である。　静止摩擦力を f [N] とすると、
物体Ａのつりあいの条件から、 0sin  fMgT  …(1)　　 0cos  MgN …(2)

物体Ｂのつりあいの条件から、 0mgT …(3)

静止摩擦力の条件より、 Nf  …(4)

(1)～(4)より、  cossin MgMgmg   だから、  sincos 
M
m

② 物体Ａが下に滑らないために（下に滑ろうとする場合）

静止摩擦力は「上向き」である。　静止摩擦力を f [N] とすると、
物体Ａのつりあいの条件から、 0sin  fMgT  …(1)　　 0cos  MgN …(2)

物体Ｂのつりあいの条件から、 0mgT …(3)

静止摩擦力の条件より、 Nf  …(4)

(1)～(4)より、  cossin MgmgMg   だから、
M
m

  cossin

③ どちらにも滑らないのだから、  cossincossin 
M
m  であればよい。
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